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1.  平成24年9月期第1四半期の連結業績（平成23年10月1日～平成23年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年9月期第1四半期 193,498 3.5 3,178 4.4 3,388 4.5 1,666 △4.0
23年9月期第1四半期 186,892 5.4 3,044 14.6 3,243 14.1 1,736 4.0

（注）包括利益 24年9月期第1四半期 1,905百万円 （△16.4％） 23年9月期第1四半期 2,279百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年9月期第1四半期 44.50 ―
23年9月期第1四半期 46.35 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年9月期第1四半期 257,135 75,406 29.0
23年9月期 218,620 74,437 33.6
（参考） 自己資本   24年9月期第1四半期  74,493百万円 23年9月期  73,560百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
（注）23年9月期期末配当金の内訳 普通配当 23円00銭 特別配当 2円00銭 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年9月期 ― 17.00 ― 25.00 42.00
24年9月期 ―
24年9月期（予想） 21.00 ― 21.00 42.00

3.  平成24年9月期の連結業績予想（平成23年10月1日～平成24年9月30日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 360,000 3.1 5,430 △0.1 5,880 0.0 3,100 5.6 82.77
通期 725,000 3.2 11,050 3.6 11,800 2.1 6,350 0.8 169.54



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料３
ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年9月期1Q 38,153,115 株 23年9月期 38,153,115 株
② 期末自己株式数 24年9月期1Q 699,026 株 23年9月期 698,991 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年9月期1Q 37,454,115 株 23年9月期1Q 37,454,515 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、東日本大震災の影響等により依然として厳しい環境の中

で、一部復興特需による景気の下支えも見られるものの、雇用情勢は引き続き低調に推移し、さらに欧米の経済

不安による円高の進行及び株安等の影響により、先行きは依然として不透明な状況にありました。 

 食品流通業界におきましても、個人の消費マインドは、先行不安からの生活防衛を意識した節約型消費の定着

とともに、内食化傾向が進行する中、企業間競争はますます激化し、企業の格差が顕著となる厳しい状況で推移

しました。 

 こうした中で当社グループは、消費者ニーズに対応した商品の開発・品揃え等、提案型営業を推進し、小売業

をはじめ取引先との取り組みを一層強化するとともに、諸経費の抑制及び業務全般の生産性向上等による経営の

効率化に努めてまいりました。 

 この結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は前年同四半期に比べ3.5％増加し1,934億98百万円とな

りました。利益につきましては、利益管理の徹底と物流コストをはじめ諸経費の抑制に努めたことにより、営業

利益は31億78百万円（前年同四半期比4.4％増）、経常利益は33億88百万円（前年同四半期比4.5％増）、そして

四半期純利益は投資有価証券評価損等による特別損失を１億17百万円計上したことや、改正法人税法等の公布に

伴う法定実効税率の引下げにより法人税等調整額が２億９百万円増加した影響により、16億66百万円（前年同四

半期比4.0％減）となりました。 

  

セグメントの業績の概況は、次のとおりであります。 

なお、各セグメントの業績数値につきましては、セグメント間の内部取引高を含めて表示しております。  

  

＜常温流通事業＞  

 当社グループの主力事業であります常温流通事業につきましては、食品消費の内食化・低価格化傾向が続く

中、一部に高品質あるいは少し贅沢感を味わえる食品への需要も顕在化し、多様化する消費需要に対応すべ

く、仕入先とも連携して主要得意先との取り組みを強化するとともに、さらに自社ＰＢ商品の拡売を図りまし

た。 

 その結果、大手量販店、食品スーパー並びに出店拡大が顕著なドラッグストア、ディスカウントストア等へ

の販売が堅調に推移したことにより、売上高は1,570億63百万円（前年同四半期比4.1％増）、セグメント利益

は26億92百万円（前年同四半期比5.0％増）となりました。 

  

＜低温流通事業＞ 

 低温流通事業につきましては、消費者の内食化の進行により外食需要が低迷し、飲食店等への販売は厳しい

状況で推移しましたが、家庭用のチルド商材や惣菜等を中心に大手食品スーパーに拡売を図りました。しかし

前連結会計年度の期中より特定の大手スーパーとの取引が減少した影響を受け、物流コストをはじめ諸経費の

抑制に努めたものの、利益は前年同四半期を下回りました。 

 その結果、売上高は前年同四半期に比べ0.2％増加し213億90百万円となりました。セグメント利益は１億10

百万円となり、計画を上回ったものの前年同四半期に比べ30.6％減少しました。  

  

＜酒類流通事業＞ 

 酒類流通事業につきましては、消費者の低価格志向が一層強まり、また少子高齢化や若者層のアルコール離

れも依然続いており、酒類消費市場は縮小傾向のまま推移しましたが、その中で、発泡雑酒や洋酒等の販売は

比較的好調に推移しました。 

 その結果、営業力強化の取り組み等により、売上高は164億37百万円（前年同四半期比1.3％増）、セグメン

ト利益は１億99百万円（前年同四半期比3.6％減）となりました。 

  

＜その他＞ 

 その他の事業につきましては、物流関連（配送、庫内作業請負等）がその主な事業内容でありますが、当社

グループの売上が堅調に推移したことに伴う取扱量の増加等により、売上高は25億９百万円（前年同四半期比

2.5％増）、セグメント利益は１億74百万円（前年同四半期比76.3％増）となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ385億14百万円増加し2,571億35百万

円となりました。 

 流動資産は、主に売上債権及びたな卸資産が増加したことから、382億13百万円増加し1,803億42百万円となり

ました。また固定資産は、有形固定資産の取得等により、３億１百万円増加し767億92百万円となりました。 

 流動負債は、主に仕入債務が増加したことから、374億５百万円増加し1,730億61百万円となり、固定負債は、

長期借入金が増加したことから、１億40百万円増加し86億67百万円となりました。 

そして純資産は、９億68百万円増加し754億６百万円となり、その結果、自己資本比率は29.0％となりまし

た。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成23年11月11日に公表しました業績予想に修正はありません。 

 なお、業績予想は、同資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成しており、実際の業績は今後

様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

  

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。  

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  

該当事項はありません。 

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 

   

２．サマリー情報（その他）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年９月30日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 42,978 42,586

受取手形及び売掛金 80,174 112,553

有価証券 3,101 3,102

商品及び製品 11,544 17,298

仕掛品 5 4

原材料及び貯蔵品 496 566

繰延税金資産 782 343

その他 3,521 4,391

貸倒引当金 △475 △504

流動資産合計 142,129 180,342

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 15,423 15,155

機械装置及び運搬具（純額） 1,834 1,735

工具、器具及び備品（純額） 298 311

土地 24,617 24,566

リース資産（純額） 999 1,039

建設仮勘定 9 639

有形固定資産合計 43,183 43,448

無形固定資産   

ソフトウエア 3,680 3,622

電話加入権 35 35

その他 10 10

無形固定資産合計 3,726 3,668

投資その他の資産   

投資有価証券 22,188 22,229

長期貸付金 252 246

差入保証金 2,097 2,098

投資不動産（純額） 996 1,072

繰延税金資産 516 472

その他 3,698 3,714

貸倒引当金 △166 △158

投資その他の資産合計 29,582 29,676

固定資産合計 76,491 76,792

資産合計 218,620 257,135
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年９月30日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 124,366 162,971

短期借入金 408 444

リース債務 329 348

未払金 5,927 6,940

未払法人税等 2,752 1,005

未払消費税等 218 86

設備関係支払手形 7 －

未払費用 201 112

賞与引当金 1,098 501

役員賞与引当金 78 19

その他 266 631

流動負債合計 135,656 173,061

固定負債   

長期借入金 463 571

リース債務 689 711

繰延税金負債 101 72

退職給付引当金 5,535 5,579

役員退職慰労引当金 490 461

資産除去債務 119 119

その他 1,126 1,151

固定負債合計 8,526 8,667

負債合計 144,183 181,729

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,934 5,934

資本剰余金 8,806 8,806

利益剰余金 57,397 58,127

自己株式 △860 △860

株主資本合計 71,276 72,007

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 2,283 2,486

繰延ヘッジ損益 △0 △0

その他の包括利益累計額合計 2,283 2,486

少数株主持分 877 912

純資産合計 74,437 75,406

負債純資産合計 218,620 257,135
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年10月１日 
 至 平成23年12月31日) 

売上高 186,892 193,498

売上原価 173,893 180,237

売上総利益 12,998 13,260

販売費及び一般管理費 9,954 10,082

営業利益 3,044 3,178

営業外収益   

受取利息 29 23

受取配当金 116 142

不動産賃貸料 113 91

その他 56 66

営業外収益合計 316 324

営業外費用   

支払利息 4 3

不動産賃貸費用 72 66

持分法による投資損失 37 41

その他 2 3

営業外費用合計 117 114

経常利益 3,243 3,388

特別利益   

固定資産売却益 1 0

投資有価証券売却益 13 －

災害による損失戻入益 － 22

特別利益合計 14 22

特別損失   

固定資産除売却損 7 7

投資有価証券評価損 25 110

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 88 －

特別損失合計 121 117

税金等調整前四半期純利益 3,137 3,293

法人税、住民税及び事業税 983 964

法人税等調整額 381 620

法人税等合計 1,364 1,585

少数株主損益調整前四半期純利益 1,772 1,708

少数株主利益 36 41

四半期純利益 1,736 1,666
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年10月１日 
 至 平成23年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,772 1,708

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 510 190

繰延ヘッジ損益 1 0

持分法適用会社に対する持分相当額 △4 7

その他の包括利益合計 507 197

四半期包括利益 2,279 1,905

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,235 1,869

少数株主に係る四半期包括利益 44 36
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該当事項はありません。   

  

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成22年10月１日 至 平成22年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円）

（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に物流事業であります。

２ セグメント利益の調整額14百万円は、セグメント間取引消去額であります。 

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。  

  

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成23年10月１日 至 平成23年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円）

（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に物流事業であります。

２ セグメント利益の調整額０百万円は、セグメント間取引消去額であります。 

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。  

  

該当事項はありません。   

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

  

報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
 調整額 
（注）２ 

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３ 

常温流通 
事業 

低温流通
事業 

酒類流通
事業 

計  

売上高               

外部顧客への売上高  148,415  21,255  16,059 185,730  1,162  186,892  －  186,892

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 2,406  94  172 2,673  1,285  3,959  △3,959  －

計  150,821  21,349  16,232 188,403  2,447  190,851  △3,959  186,892

セグメント利益  2,564  159  207 2,931  99  3,030  14  3,044

  

報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
 調整額 
（注）２ 

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３ 

常温流通 
事業 

低温流通
事業 

酒類流通
事業 

計  

売上高               

外部顧客への売上高  154,599  21,328  16,353 192,282  1,216  193,498  －  193,498

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 2,463  61  84 2,609  1,292  3,902  △3,902  －

計  157,063  21,390  16,437 194,891  2,509  197,400  △3,902  193,498

セグメント利益  2,692  110  199 3,003  174  3,178  0  3,178

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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